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※（　）内は、構成比

　一般会計 歳入
区　　　分 令和５年度当初予算額

自主財源 43億2,753万円
町税 13億5,428万円
分担金及び負担金 9,039万円
使用料及び手数料 9,137万円
財産収入 3,461万円
寄附金 12億6,030万円
繰入金 12億8,051万円
繰越金 1億0万円
諸収入 1億1,607万円

依存財源 76億3,247万円
地方譲与税 1億6,594万円
地方消費税交付金 2億7,602万円
地方交付税 39億8,000万円
法人事業税交付金 2,480万円
その他交付金 3,925万円
国庫支出金 10億5,283万円
県支出金 9億6,180万円
町債 11億3,183万円

歳入合計 119億6,000万円

　令和５年度当初予算が令和５年第１回吉備中央町議会定例会（３月）で可決されました。
　一般会計当初予算額は、119億6,000万円になりました。
　予算編成に当たっては、園・小学校の統合に向けた整備関連事業をはじめ、放課後児童クラブ整備事業
やデジタル田園都市国家構想交付金事業を中心に、社会保障や生活環境関連予算の確保と併せて子育て支
援、定住促進、農業者支援施策を盛り込んだ予算を計上しました。
　過去最大規模の予算となり、今後の財政運営への影響も懸念されますが、引き続き住民の福祉向上に努
め、農業をはじめとする産業の振興や子育て定住施策、デジタル技術を活用した地域の課題解決に重点を
置きながら、安心して住み続けたいと思えるまちづくりに取り組んでいきます。

令和５年度

当初予算が決まりました

使用料及び手数料 （0.8％）
9,137万円

町税（11.3％）
13億5,428万円

町債 （9.5％）
11億3,183万円

地方交付税 （33.3％）
39億8,000万円

国庫支出金 （8.8％）
10億5,283万円

法人事業税交付金 （0.2％）
2,480万円

県支出金 （8.0％）
9億6,180万円

財産収入 （0.3％）
3,461万円

寄附金 （10.6％）
12億6,030万円

繰入金 （10.7％）
12億8,051万円

繰越金 （0.8％）
1億0万円
諸収入 （1.0％）
1億1,607万円

地方譲与税（1.4％）
1億6,594万円

分担金及び負担金 （0.8％）
9,039万円

地方消費税交付金 （2.3％）
2億7,602万円

その他交付金 （0.2％）
3,925万円 歳入

自主財源
（36.3％）

依存財源
（63.7％）

会計区分 令和５年度当初予算額 増減率（％）
一般会計 119億6,000万円 13.0

特別会計

国民健康保険特別会計 14億5,200万円 0.8
介護保険特別会計 21億3,071万円 -1.3
後期高齢者医療特別会計 1億8,880万円 -7.5
育英資金特別会計 1,473万円 9.4
診療所特別会計 1,720万円 -18.5
住宅新築資金等貸付事業特別会計 40万円 21.2

企業会計等
再生可能エネルギー事業特別会計 2億4,000万円 2.1
上水道事業会計 8億3,712万円 -5.6
下水道事業会計 7億4,152万円 28.3

合計（一般会計＋特別会計＋企業会計等） 175億8,248万円 9.1

一般会計
119億6,000万円

企業会計
18億1,864万円

特別会計
38億384万円

合計合計
175億8,248万円175億8,248万円
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歳出
【目的別】

投資及び出資金（0.5％）
5,798万円

繰出金（6.0％）
7億1,980万円 予備費（0.2％）

2,000万円

労働費（0.0％）
368万円

議会費（0.8％）
9,284万円

予備費（0.2％）2,000万円

災害復旧費（0.1％）
1,428万円

総務費（25.8％）
30億8,978万円

民生費（26.4％）
31億4,916万円

衛生費（6.2％）7億4,602万円

農林業費（11.8％）
14億633万円

商工費（1.7％）
2億467万円

土木費（4.1％）
4億9,020万円

消防費（3.0％）
3億5,550万円

教育費（10.8％）
12億9,432万円

公債費（8.3％）
9億9,434万円

諸支出金（0.8％）9,888万円

歳出
【性質別】

投資的経費
（14.8％）

義務的経費
（30.1％）

その他経費
（55.1％）

人件費（14.9％）
17億8,687万円

公債費（8.3％）
9億9,434万円

普通建設事業費（14.7％）
17億5,441万円

災害復旧事業費（0.1％）
1,428万円

物件費（16.5％）
19億7,810万円維持補修費（1.1％）

1億3,077万円

補助費等（25.6％）
30億6,689万円

積立金（4.9％）
5億8,062万円

貸付金（0.3％）
3,250万円

扶助費（6.9％）
8億2,344万円

一般会計 町民１人当たりの予算   1,149,447円
このように使われます ●令和５年４月１日 現在　人口 10,405人

その他
41,744円
議会・観光振興・
災害復旧など

民生費
302,659円
高齢者・障害者・
児童の福祉など

農林業費
135,159円

農林業・畜産業の振興・
有害鳥獣対策など

総務費
296,952円
地域振興・交通・

財産管理・庁舎管理など

消防費
34,166円
消防や災害の対応

など

公債費
95,564円

町債などの借入金の返済

教育費
124,394円

学校・公民館・図書館の
運営など

衛生費
71,698円

保健衛生・一般廃棄物の
処理など

土木費
47,111円

道路・河川・住宅の
整備維持管理など

※（　）内は、構成比

【グラフ左：性質別分類】
経費（歳出）について、経済的性質
を基準として分類することで、財政
の体質を分析することができます。

【グラフ右：目的別分類】
経費（歳出）について、行政目的によって
分類することで、各行政分野ごとの大まか
な経費の比重を知ることができます。
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『22世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町』をめざして
～令和５年度の主な事業を紹介します～

次代の宝を育むまち次代の宝を育むまち
～子育て・教育・文化分野～～子育て・教育・文化分野～

認定こども園整備事業 ６億2,121万円

　令和６年４月の開園を目指して、３園の増築工
事等を行います。

放課後児童クラブ整備事業 １億9,203万円

　公設公営への移行に伴い、用地取得・建設設計・
施設整備等を順次進めます。

小学校費 ６億8,366万円

　町立小学校の運営に必要な経費です。今年度は、
学校統合の準備として円城小学校・豊野小学校の
改修工事、吉備高原小学校の改修設計等を行いま
す。また、小学校のスクールバスを購入します。

学校給食費無償化事業 4,127万円

　コロナ禍における子育て世帯を支援するため、
小・中学校の給食費を無償化します。

やさしさあふれるまちやさしさあふれるまち
～保健・医療・福祉分野～～保健・医療・福祉分野～

高齢者補聴器購入費助成事業 50万円

　高齢者が補聴器を購入した場合に、その費用の
一部を助成します。

母子一般事業 1,190万円

　乳児健診､ １歳６ヵ月児健診､ ２歳６ヵ月児歯
科健診､ ３歳６ヵ月児健診を実施します｡ 歯科罹
患率の減少を目指すとともに､ 発達確認､ 育児相
談､ 支援の充実を図ります｡ また、設置型完全個
室授乳室を新規設置します。

高齢者の保健事業と介護予防の
一体的な実施事業 108万円

　健康寿命の延伸を目指すため、高齢者の保健事
業と介護予防を一体的に実施します。

協働で歩むまち協働で歩むまち
～行財政分野～～行財政分野～

協働のまちづくり寄附金事業 12億4,302万円

　ふるさと納税を通じて、本町のまちづくりに参
画していただくとともに、この寄附金を基に、米
づくり農家を応援する事業等を実施します。

未来社会を先行実現するまち未来社会を先行実現するまち
デジタル田園都市国家構想交付金事業
〜デジタル実装タイプ〜 ４億4,700万円

　「デジタル田園都市国家構想」を推進するため、
国の交付金等を活用し、デジタルを活用した地域
の課題解決や魅力向上の実現に向けた取り組みを
行います。

新

生活しやすい安全なまち生活しやすい安全なまち
～生活基礎分野～～生活基礎分野～

町内巡回バス運行事業 1,845万円

　きびプラザを起終点として、町内を８の字に巡
回するバス（２台）を運行します。

高校生通学費等補助事業 1,620万円

　高校生が通学するために必要なバス・電車の運
賃や寮費・アパート等の賃借費を補助します。
　今年度から、寮費・アパート等賃貸費１月当た
りの補助上限額を6,000円に変更します。

拡

拡

拡

新

　予算を拡充した事業

　新規に開始する事業

特集

新

新

魅力と活気のあるまち魅力と活気のあるまち
～産業振興分野～～産業振興分野～

頑張る農家応援事業 3,500万円

　ふるさと納税の寄附金を財源として、農業用機
械の導入補助を行います。今年度から、新たに対
象機械を拡充し、５年間事業を実施します。

快適な暮らしのまち快適な暮らしのまち
～環境保全分野～～環境保全分野～

合併処理浄化槽設置事業 1,311万円

　合併浄化槽設置補助金に加え、単独浄化槽等の
撤去費についても補助することで、合併処理槽へ
の転換を推進します。

拡
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ままちちのの話話題題まちの話題

　農業振興センターで、NPO法人発達支援ネット
ワークつむぎ主催による講演会「発達障害のある
子どもたちへの支援」が開催され、約50名が聴講
しました。
　当日は、川崎医療福祉大学の諏

す わ
訪先生を講師に

お迎えし、誰一人として取り残さない育ちや学び
の実現のために、発達障害のあるお子さんが将来
的に自立するための支援についての講演や、各事
業所による日ごろの療育の取り組みなどの実践発
表が行われました。

ハッピーサークル
講演会開催

2/5
　子育て支援センターで、山名音楽事務所監修に
よる０歳から楽しめる音楽会第５弾が開催されま
した。これは、子育ての中に音楽を取り入れて豊
かな子育てライフにつなげてもらおうと行われた
もので、今回は「親子で楽しむ楽器」をテーマに
親子でベル演奏を行いました。参加した子どもた
ちは、６色あるベルの内、２色のベルを両手に１
本ずつ持ち、６色に分けられた演奏シートに沿っ
てベルを鳴らし、きれいな音色を奏でていました。

０歳から楽しめる音楽会
第５弾開催

2/18

　１月28日に亀
かめ だ
田一

かず お
大さん（豊野）、３月12日に見

み お
尾孝

よし え
枝さん（竹荘）、３月15日に石

いし い
井良

りょういち
一さん（上竹）

が満百歳のお誕生日を迎えられ、県や町、町社会福祉協議会から記念品やお祝い状が贈られました。
　亀田さんは、真面目で優しく、友人の集まりやお祭りの日には歌ったりハーモニカを吹いたりと、場を盛
り上げる陽気な方です。長寿の秘訣として、野菜や酢の物などしっかり摂取するよう心がけていたそうです。
　見尾さんは、手芸などの趣味を楽しまれる一方、コロナ禍になる前までは息子さんと四国八十八ヶ所めぐ
りを楽しまれていました。現在は、規則正しい生活リズムで過ごすことや毎日施設内の散歩で楽しく生活さ
れているようです。
　石井さんは、簡単な計算は暗算で行うなど頭の回転が速い方で、米作りや烏城彫りでのお盆作成を趣味に
されていました。長寿の秘訣は、神様や仏様を大切にすることだそうです。

満百歳おめでとうございます1/28 3/12 3/15

亀田　一大さん（豊野） 見尾　孝枝さん（竹荘） 石井　良一さん（上竹）
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ままちちのの話話題題まちの話題

　セメダインケミカル株式会社（吉備中央町西地
内）から、町内の小学校に通う子どもたちに向けて、
木工用接着剤「セメダイン木工用速乾」を寄贈い
ただきました。
　これは、ぜひ図画工作等の活動で使ってほしい
との思いで、教育委員会に寄贈されたものです。
　いただいた木工用接着剤は、小学校に配布して
図画工作活動への興味関心が高められるよう活用
させていただきます。ありがとうございました。

木工用接着剤を
寄贈いただきました

3/14

　賀陽庁舎で、デジタル田園都市国家構想推進事
業の一環である高齢者施設からの救急搬送支援
サービス運用前説明会が開催され、町内高齢者施
設の職員13名が参加しました。このサービスは、
スマートフォンで患者の容体などを書き込んだ
チェックシートやお薬手帳を撮影することで、救
急隊員や医療機関と即座に画像データを共有する
ことができ、病院選定の迅速化や病院到着後の早
期治療が行えるようになるものです。

高齢者施設からの救急搬送
支援サービス運用前説明会

3/14

　賀陽庁舎で、就農奨励金交付式が行われました。
これは、町内で新たに専業として農業経営を行う
39歳以下の方に対し、岡山県農林漁業担い手育成
財団と町により激励するものです。
　本年度は、蝿

はいばら
原啓

けい じ
司さん（上田東）、沼

ぬも と
本左

さ や か
也佳

さん（湯山）、村
むら せ
瀬晃

こうへい
平さん（上田東）に贈られま

した。式では、町長等からの激励に対して、蝿原
さんと村瀬さんが「農業で地域を盛り上げていき
たい」などと決意を述べられていました。

　賀陽庁舎で、農業実務研修修了式および激励会
が行われました。この研修は、吉備中央農業公社
がぶどう栽培を目指している研修生に対して実施
しているものです。式では、２年間の実務研修を
終えた菅

すが の
野光

こ う き
起さん（円城）に向け、山本町長と

備前広域農業普及指導センターの首
しゅとう
藤所長から「菅

野さんなら困難なことがあってもきっと乗り越え
られます」とエールが贈られ、菅野さんからは、
就農に対する固い決意が述べられました。

農業実務研修修了式 
および激励会実施

3/17

就農奨励金交付式2/22
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●Topics of the Town●

令和４年度岡山県「ぱっちり！モグモグ」
生活リズム向上優良活動表彰

　町農業振興センターで、美咲町・吉備中央町ベビーファースト
宣言及び高梁市・美咲町・吉備中央町による３市町連携の発表が
行われました。
　２町によるベビーファースト宣言では、企業や行政が赤ちゃん
を育んでいく優しい社会を目指して、令和３年度から公益財団法
人日本青年会議所が展開している“産み育てたくなる”社会を実
現するための運動である「ベビーファースト運動」に参画し、活
動宣言とその宣言に伴うアクションプランを発表しました。

　そして、３市町の「ベビーファースト運動」への参画を契機とし、子育て支援や少子化対策を中心に人口
減少対策等の取り組みについて情報交換を行い、地域の特色や資源、魅力を生かし、まちづくりに係る課題
解決のために３市町が連携していくこととなりました。令和５年度の連携事業は以下の２つです。
◆公立図書館連携事業
　�３市町の公立図書館が連携し、相互利用の体制を整備するとと
もに、各図書館の機能充実や子どもの読書活動を推進します。

◆こどもスタンプラリー事業
　�３市町の子どもの遊び場やお出かけスポットを巡るスタンプラ
リーを開催し、交流人口の拡大やにぎわいを創出します。

美咲町・吉備中央町ベビーファースト宣言及び 
高梁市・美咲町・吉備中央町による３市町連携について

2/22

　岡山県教育委員会による「ぱっちり！モグモグ」生活リズム向上キャンペーンで、御北幼稚園と大和小学
校が最優秀賞を受賞し、吉備高原小学校が優秀賞を受賞しました。これは、幼児・児童・生徒や保護者、地
域が一丸となって生活リズムの向上を目指すもので、特に工夫した取り組みを行っている学校園・団体等を
表彰するものです。
　御北幼稚園では、「しっかり動いていっぱい食べて元気な体になろ
う！」と題し、季節や幼児の実態に合わせて、４か月にわたり、排便、
三色食品群の働き、体を動かすこと・噛むことの大切さについて指
導しました。また、冬休み明けの生活リズムを取り戻すために親子
でのチャレンジカードへの取り組みや行政等との連携を行い、食育
指導やあいさつ運動にも積極的に取り組みました。
　大和小学校では、「『I�LOVE�EYE』活動」と題し、保護者や大学教
授、眼科医等と連携してメディアに触れる時間を減らし、目
を大切にする取り組みを行いました。保護者が空の観察シー
トや目に関するクイズなどを記載した「がんばりカード」を
作成したり、栄養教諭から児童へバランスの良い食事指導や
「親子でクッキング」の料理を給食のメニューに採用したり
と、メディア以外の過ごし方を家族間で工夫して楽しむ取り
組みを行いました。

3/9

美咲町
こどもの笑顔は、みんなの幸せ
～みさキッズは、希望のたまご。

　子
しほん

本主義　美咲町～

高梁市
（令和４年９月26日発表）

子育てするなら高梁市

吉備中央町
子どもは吉

ま ち

備中央町の宝物
～あの子　どこの子　知っとるでぇ
　みんなで子育て　吉備中央町～

大和小学校

御北幼稚園
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役場からのお知らせ
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日　時 ５月25日㈭
午前９時～正午

会　場 下竹荘公民館 井原コミュニティ
センター

内　容 行政・福祉 人権・福祉
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５
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役場からの

お知らせ

　マイナンバーカードの申請サポートと交付を次のとおり実施します。
　平日に仕事や学校などのためにマイナンバーカードの受け取りができない方や
新たにマイナンバーカードの申請を希望する方は、この機会をご利用ください。
　手続きを希望する方は、事前に住民課へ電話での予約が必要です。

　◆延長窓口
　 日　時 　�毎週水曜日　�

午後５時15分～午後７時
　 場　所 　住民課

◆休日開庁
日　時 　�５月28日（日）�

午前８時30分～正午
場　所 　住民課

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 申 請 ・ 受 取
延 長 窓 口 お よ び 休 日 開 庁 の ご 案 内

延長窓口・
休日開庁とも

要予約

※�令和５年２月末までにマイナンバーカードを新規に申請された方は、QUOカードの受取
期限が令和５年９月末までとなっています。

お問い合わせ先 　住民課　戸籍住民班　☎0866－54－1316

マイナポイントの申込期限は令和５年９月30日まで延長しました！
※令和５年３月１日以降にマイナンバーカードの申請をされた方は対象外です。
※一部の決済サービスにおいては、９月30日以前の異なる期限を設定している場合があります。ご了承ください。

◆マイナンバーカードを令和５年２月28日までに申請された方
◆すでにマイナンバーカードをお持ちでマイナポイントの申請をされていない方限定！
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補聴器の購入費の助成を始めました
　町では、令和５年４月１日から、加齢により耳が聞こえにくくなり、日常生活に不便を感じ
ている高齢者を対象に、事前に町へ申請することで、補聴器の購入に要する費用を助成する制
度を始めました。

対 象 者

次の①～④のすべてに該当する方が助成対象となります。
①吉備中央町に住所のある65歳以上の方
②聴覚障害による身体障害者手帳をお持ちでない方
③�耳鼻科医師から補聴器の必要性を認める「補聴器適合に関する診療情報提供書」の交付を受
けられる方　

　※「補聴器適合に関する診療情報提供書」は医療機関にあります。
④過去にこの助成を受けていない方

助 成 額
補聴器購入にかかる費用に対して、50,000円を上限に助成します。
※助成は１人１回限りです。修理代や文書料は対象となりません。
※交付決定前の購入についても対象となりません。

　なお、申請については、事前に福祉課へご相談ください。

お問い合わせ先 　福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317

対 象 者 ①吉備中央町国民健康保険に加入している40歳以上の町民
②後期高齢者医療保険に加入している町民

対 象 検 査
項 目

❖身体測定（身長・体重・腹囲）
❖血圧測定
❖脂質検査（中性脂肪・HDLコレステロール・LDLコレステロール）
❖肝機能検査（GOT〔AST〕・GPT〔ALT〕・γ-GTP）
❖腎機能検査
❖血糖検査（空腹時血糖又はへモブロビンA1c）
❖尿検査（糖・蛋白）

受 診 期 間 令和５年４月１日（土）～令和６年３月31日（日）
助 成 額 人間ドック受診費用の２分の１以内（10,000円が上限）

助成の条件

①人間ドック受診日に40歳以上で、国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入している方
②申請時に、保険税（料）を滞納していない方
③受診年度に、職場等で人間ドックの助成を受けていない方
④受診年度に、町が行う特定健康診査、後期高齢者健康診査を受診していない方

申 請 方 法

次の書類をご持参の上、保健課または各支所・出張所へお越しください。
①保険証
②人間ドックの領収書
③人間ドックの結果（コピーさせていただきます。）
④印鑑
⑤通帳（振込先の確認のため）

申 請 期 間 令和６年４月19日（金）まで
受 診 上 の
注 意 事 項

①岡山県内の人間ドックを実施している医療機関で受診できます。
②必要な検査項目を満たしていない場合は、助成が受けられません。

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入されている皆さまへ
人間ドックの費用を助成します
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役場からのお知らせ

放課後児童クラブ指導員および指導員補助の募集
　放課後児童クラブは、日中保護者が仕事等でいない小学校に就学している児童に対し、放課
後に適切な生活の場を与え、子どもたちが安全に過ごせる居場所です。
　町内の放課後児童クラブは、各放課後児童クラブの運営委員会で運営を行っています。
　子どもが楽しく過ごせるよう、時には一緒に遊び、宿題のお手伝いや指導・支援をしていた
だく指導員、指導員補助の方を募集しています。

子宮頸がんワクチン
任意予防接種助成事業を開始します

　過去に子宮頸がんワクチンを自費で接種された方に接種費用の払い戻しを行います。

対 象 者

以下の条件すべてに当てはまる方
①令和４年４月１日時点で吉備中央町に住民票がある方
②平成９年４月２日～平成18年４月1日生まれの女性
③令和４年３月31日までに２価または４価の子宮頸がんワクチンの任意接種を受けた方
④他の自治体から子宮頸がんワクチンの接種について同様の助成を受けていない方

申請期限 令和７年３月31日（月）まで

助 成 額 ・領収書をお持ちの方……支払った金額と町の定めた単価のいずれか低い額
※領収書をお持ちでない方は、保健課へご相談ください。

必要書類

①申請書
②接種費用の領収書
③母子健康手帳、予診票など接種歴が分かる書類または町指定の申請用証明書
④請求書

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

⃝津賀児童クラブ� （旧津賀幼稚園）
⃝吉備高原児童クラブ� （吉備高原小学校内）
⃝円城放課後児童クラブ� （円城基幹集落センター）
⃝豊野児童クラブ� （豊野小学校内）
⃝大和児童クラブ� （大和小学校内）

開所時間 閉所時間
平日 授業終了後から 午後６時～７時
土曜・長期休暇（夏休み等） 午前７時～８時 午後６時～７時

お問い合わせ先 　子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328

現在、募集を行っている放課後児童クラブ

❖健康で、子どもが好きな方であれば、資格は問いません。
❖勤務条件・内容等は、各放課後児童クラブにより異なります。
❖�開設時間は、各放課後児童クラブにより異なりますが、おおむね次のとおりです。
　※土曜日に開設している放課後児童クラブもあります。
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軽自動車税（種別割）の納付について
　軽自動車税（種別割）は、４月１日現在の原動機付自転車・小型特殊自動車・二輪の軽自動車・軽三輪・軽四輪・二輪
の小型自動車の所有者（使用者）に課税される税金です。５月中頃に納税通知書を送付しますので、納期限の５月31日

（水）までに納付をお願いします。口座振替により納付される方は、納期限前日までに振替口座の預金残高の確認をお願
いします。
　なお、４月２日以降に廃車をしても、軽自動車税（種別割）は１年分課税され、還付はありません。廃車などの手続
き窓口は下表のとおりです。

車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） 軽自動車検査協会　岡山事務所（岡山市北区久米177番地3）
☎050-3816-3084（コールセンター）

軽二輪（125cc超250cc以下） 中国運輸局　岡山運輸支局（岡山市北区富吉5301番地5）
☎050-5540-2072（ヘルプデスク）二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車・小型特殊自動車 住民課、加茂川総合事務所、各支所・出張所
※�今年度、身体障害者などの軽自動車税（種別割）の減免を受けられる場合は、納税通知書が到着後、令和５年５月24日
（水）までに税務課、加茂川総合事務所、各支所・出張所で申請が必要です。

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

　この事業は、仲間と一緒に声をかけ合いながら歩くことで運動習慣の定着を図り、生活習慣病
の改善を目指すことを目的としています。
　参加者全員に参加賞、規定の歩数を達成した組には達成賞、個別総合上位５名には賞状および
副賞を進呈します。個人部門での挑戦も可能です。申込用紙は、広報きびちゅうおう６月号と一
緒に全戸配布する予定です。ぜひ、ご参加ください。

令和４年度、上位５名の方の取り組みと感想を紹介します。

第３位　1,014,435歩
根
ね も と

本喜
き よ か

代香さん（吉川）
運動は苦手だけど、歩くだけなら
と始めました。続けてみると歩数
を見るのが楽しく、歩くことが大
好きになりました。今では、岡山
県内を歩く「24時間100キロ歩行」
に毎年参加しています。

第４位　1,002,886歩
金
かなもり

森義
よ し み

美さん（豊岡上）
最初は、医師から勧められて始め
ました。雨の日や雪の日に関係な
く、だんだんと取り組む時間が増
えていきました。早起きして取り
組むことで、仕事の段取りもでき
て一石二鳥です。

第５位　988,401歩
桑
くわよし

吉アイリンさん（西）
仕事終わりに家の周りを歩いたり、
朝早くに起きて歩いてから仕事に
行ったりしています。今年は、腰
や足が痛く思うように歩けなかっ
たのが残念です。2か月間の取り
組みが終わっても続けています。

３人で歩いて健康UP事業
参加者を６月から募集します！

へそっぴー
ポイント
対象事業

第１位　1,206,754歩
百
も も だ

田真
ま さ と

人さん（上野）

第２位　1,028,699歩
坂
さかもと

本伸
し ん ご

吾さん（吉川）

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

もともと、仕事の関係で

よく歩いていましたが、

部署が変わりさらに歩く

ことが多くなりました。

自分の体調管理も考え

て、歩いて通勤したり、

仕事が終わった後も歩い

たりしています。

私がウォーキングを始め

たきっかけは生活習慣病

対策で、10年足らず続

けています。自分の身体

能力を把握するための良

い機会ですので、今後も

参加しようと思います。
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役場からのお知らせ

青 少 年 相 談 員 に つ い て
　少年相談員は、地域における青少年や保護者の相談窓口となり、専門機関の紹介等を行うとともに、青少年や保護者の相
談に直接応じます。一人で悩まないで、気楽にご相談ください。

◎どういう相談に応じてもらえるの？
　�　非行やいじめ、不登校などの相談
や、学校・友人関係の悩みなど、幅
広い相談に応じます。電話相談にも
面談相談にも応じますので、お気軽
にご相談ください。相談内容につい
ては秘密厳守します。

◎「わかば賞」ってどんな賞？
　�　「わかば賞」は、平素見落とされが
ちな青少年の身近な善行を広く地域
住民の方が認め讃え合う、地域の賞
です。青少年の模範となる行為につ
いて、ぜひ、お近くの青少年相談員
へお申し出ください。

小学校区 相談員氏名

津 賀 小 学 校 日
ひ な
名　由

ゆ か
香

円 城 小 学 校 黒
くろだ
田　員

かずよね
米

御 北 小 学 校 大
おおきた
北麻

ま み こ
美子

　※�相談員へ電話相談を希望される方は、まず教育委員会事務局までご連絡ください。担当者から各学区の相談員に連絡
します。学区外の相談員にもご相談いただけます。

　※なお、中学生は町内１校であるため、上記相談員どなたにでも相談できます。お気軽にご相談ください。

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

小学校区 相談員氏名

下竹荘小学校� 難
なん ば
波　治

はるみ
実

吉 川 小 学 校�� 河
かわうち
内留

る み こ
美子

大 和 小 学 校�� 堀
ほり い
井　正

まさき
起

◎私たち青少年相談員に相談してください！ （敬称略）

小学校区 相談員氏名

吉備高原小学校 山
やまさき
﨑　裕

ひろこ
子

上竹荘小学校� 野栄
えいじろう
次郎

豊 野 小 学 校 石
いしだ
田　誠

せいじ
司

す が の

「ご近所さん」を発足しました
　少子化・核家族化や地域のつながりの希薄化などで、悩みや不安を抱えている保護者に寄り添う子育て支
援チームを令和５年４月に設立しました。
　保護者の学びや保護者同士の交流の場の提供、相談対応や訪問などの子育て支援を行います。何でも話を
聞き、アドバイス等をしてくれるメンバーで、子育て支援センターの行事等にも参加します。
　０歳児から中学３年生の子どもを持つ保護者、家族、妊婦の皆さま、気軽にお声掛けください。
活動内容

１．家庭教育講座
　�　学校、PTA、保護者等の集い、地域の団体などで「親育ち応援プ
ログラム」研修を実施します。「親育ち応援プログラム」とは、これ
から親になる若い世代の方から、現在子育て真っ最中の方、孫育て
期の祖父母世代の方まで、幅広い世代の方を対象にした「親育ち」を
応援するために岡山県が作成・開発したプログラムのことです。

２ ．子育て支援センター「はぴはぴ」で実施している親子交流行事等に
参加したり、相談、研修等を行ったりします。

３．子育て等に不安のある保護者への相談、支援
　�　自宅や庁舎、公民館など、相談者が希望される場所へ訪問し、子
育てやしつけの悩み、不安等についてお聞きします。家庭や学校の
ことなど小さなことでも、お気軽にご相談ください。

　また、専門機関などへの紹介もします。

家庭教育支援チーム

後ろ：石井純子・田中久美子・日笠直実・石井瑞枝
　前：金谷まゆみ・津島玲香・池田尚民

【家庭教育支援チーム員紹介】
子どもたちの健やかな成長を願って、
子育てを応援します。（敬称略）

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191
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　令和４年６月から、教職員や保護者などの方々から構成された吉備中央町立小学校・園統合準備委員会
と、町議会議員や教育委員の方々から構成された吉備中央町立小学校・園統合推進委員会で協議・検討を
進めていました統合後の新しい校名・園名について、次のとおり決定されたのでお知らせします。

◆小学校について（令和７年４月１日開校）◆
　次の位置へ、現在の校舎等を改修して新たな校名で開校します。

新　名　称 学　校　区 現在の学校の位置

加賀東小学校 津賀・円城・御北 円城小学校（円城776-1）

加賀西小学校 上竹荘・豊野・下竹荘 豊野小学校（豊野170）

加賀南小学校 吉川・大和・吉備高原 吉備高原小学校（竹部7520-19）
※学校区は、現在の小学校区を示しています。

◆園について（令和６年４月１日開園）◆
　吉備高原こども園を除く３園は、次の位置へ現在の園舎等
を改修してこども園として開園します。

新　名　称 現在の園の位置

円城こども園 円城幼稚園（円城788-1）

豊野こども園 豊野保育園（豊野66-1）

大和こども園 大和保育園（西273-1）

吉備高原こども園 吉備高原こども園（竹部7520-25）

町立小学校・園統合の校名・園名について

吉備中央町

※★は、統合後の学校位置を示しています。

★
加賀西小

加賀南小
上竹荘小

下竹荘小

御北小

津賀小

大和小

吉川小

加賀東小
★

★
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役場からのお知らせ

フレスコボール
　さまざまなニュースポーツがある中、今回はフレスコボールをご紹介しま
す。
　フレスコボールは、1945年にブラジルのリオ・デ・ジャネイロで考案さ
れた新感覚のビーチスポーツです。２人１組で向き合ってボールを打ち合い、
ラリーの回数を競います。キャッチボールと似ており、ペアの人が返球しや
すいよう打ち合うことから、“おもいやり”のスポーツとも言われています。
　ラケットは木製でテニスラケットよりやや小さく、300ｇ（箱ティッシュ

１箱分）と軽量のため、子どもでも簡単に扱うことができます。ボールもテニスボールよりやや小さく、
ゴム製のため安心してプレーができます。
　スポーツをしたいけど体力に自信がない、自分のペースで楽しみたい、そんな人にお勧めのニュース
ポーツです。また、対面して行うため、ペアとコミュニケーションを深めながら楽しむこともできます。
※�ニュースポーツ用品につきましては、個人への貸し出しは行っていませんが、町内の学校や公民館の活動等に
使用する場合に貸し出ししていますので、ぜひご活用ください。その他にも約30種類のニュースポーツ用品が
ありますので、お気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

ニュースポーツの紹介

ニュースポーツの紹介

吉備中央町スポーツ・文化活動激励金について
　吉備中央町のスポーツ・文化の普及および振興を図るため、スポーツまたは文化活動の全国大会等に
出場する方に対し、激励金を交付します。
※事前申請が必要です。

交付対象者 •町内に住所を有する方
•以下の交付対象大会に出場する方および⑶の大会の選手団名簿に登録のある監督等

交付対象
大会

県予選会、中国大会等の地区予選会または国内予選会を経て出場が決定する、次のい
ずれかに該当する大会
⑴�国、地方公共団体および公益財団法人日本スポーツ協会もしくは同協会へ加盟して
いる団体の主催、共催または後援する全国規模以上の大会

⑵�財団法人全国高等学校体育連盟または財団法人日本中学校体育連盟の主催、共催ま
たは後援する大会

⑶国民体育大会および全国障害者スポーツ大会

提出書類

•�吉備中央町スポーツ・文化活動激励金交付申請書
•�予選会等の大会要項および結果
•�交付対象大会の大会要項
•�交付対象大会への出場決定の確認ができる書類
※交付申請は、全国大会の開催日より前に提出していただく必要があります。

激励金の額
•�個人　10,000円
•�団体　１人につき10,000円（上限100,000円）
※同一年度に１人１回を限度とする。

　※�激励金の内容（申請・交付等）の詳細については、町公式ホームページをご覧いただくか、教育委員会事務
局までお問い合わせください。

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191
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　吉備中央町では、健康づくりへの関心を高め、健康で生き生きと生涯学習を進めていただくきっか
けづくりとして「へそっぴーポイント制度」を今年度も実施しています。
　町が実施する健診やイベント、公民館や図書館が行う講座など「へそっぴーポイント対象事業」と
明記された事業に参加していただいた場合、ポイントを受け取ることができます。ポイントを集めて
いただくと、ポイント数に応じて特典を受けることができます。

参加資格 どなたでも参加できます。

参加方法

以下の交付窓口で、「へそっぴーポイント参加申込書」を提出し、「へそっぴー
ポイントカード」を受け取ってください。
カード交付窓口
教育委員会事務局、住民課、加茂川総合事務所、吉川支所、大和支所、か
もがわ総合福祉センター、井原出張所、各公民館、各図書館

ポイントの貯め方

町が実施するイベントや健診などで「へそっぴーポイント対象事業」と明
記されている事業に参加し、その会場でポイントカードを提出していただ
くとスタンプを押します。スタンプ１個が１ポイントとなります。

対象事業の例
健康教室、献血、岩倉山ウォーキング、早春マラソン大会、公民館や図書
館が行う主催講座など

ポイントカードの
交付期間

令和５年４月１日から交付を始めます。４月からの対象事業もありますの
で、早めに交付窓口でポイントカードを受け取ってください。

ポイントの取得期間 令和５年４月１日（土）～令和６年３月31日（日）

特　　典 ポイント数に応じ、べりーぐっどギフト券や町特産品などの中から選ぶこ
とができます。

へそっぴーポイント制度について

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

緑の募金にご協力をお願いします
春のみどりの月間（４月１日〜５月31日）

　本年度も４月１日から５月31日までの「春のみどりの月間」に、公益社団法人岡山県緑化推
進協会による緑の募金活動が行われます。
　森林をはじめとする緑の資源は、水源のかん養、大気の浄化、土砂災害の防止など、生活環
境の保全に大きな役割を果たしており、私たちの健康で快適な暮らしになくてはならない資源
です。この募金は、国内の森林整備、被災地域の復興などに活用され、吉備中央町内において
も地域の緑化活動に役立てられます。この活動の趣旨にご賛同いただき、多数の方のご協力を
よろしくお願いします。
　なお、募金の取りまとめにつきましては、自治会（会長・区長・班長）さんへお願いしてい
ます。

お問い合わせ先 　 農林課　林業振興班　　　　　　　☎0866－54－1318 
公益社団法人岡山県緑化推進協会　☎086－221－9511
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役場からのお知らせ
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お問い合わせ先 　農林課　林業振興班　☎0866－54－1318
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役場からのお知らせ

議　会
事務局

局　　長� 亀　山　勝　則
主　　幹� 平　澤　　　瞳

会　計
管理室

室　　長（会計管理者）� 早　川　順　治
室長補佐（会計班長兼物品管理班長）
� 大　藪　京　子
主　　任（再任用）� 冨士本　里　美
主　　事� 安　井　理　香

総
　
　
　
務
　
　
　
課

課　　長� 　岡　昭　彦
課長補佐（行政班長）� 石　伊　利　光
課長補佐（財政班長）� 難　波　　　勇
主　　幹� 永　安　裕　美
主　　査� 石　井　　　宏
主　　査� 西　山　那歌子
主　　事� 小　林　竜　市
主　　事� 山　本　裕　弘
主　　事� 髙　橋　宏　明
主　　事� 平　松　真由子
主 事 補� 仁　澤　日　菜
主 事 補（新採用）� �丸　山　由　真
主 事 補（新採用）� �石　井　宝　準
� （育休：江本有佳）

税
　
　
　
務
　
　
　
課

課　　長� 山　本　敦　志
課長補佐（課税班長）� 堀　　　恵　子
課長補佐（収税班長）� 大　倉　弘　規
主　　査� 岩　﨑　啓　子
主　　査� 松　山　　　慎
主　　任（再任用）� 奥　野　充　之
主　　事� 芦　田　　　覚
主　　事� 菅　野　知　久
主 事 補（新採用）� �三　村　光　聖

企
　
　
　
画
　
　
　
課

課　　長（兼デジタル事業推進室長兼吉備高
原都市事務所長）� 大　樫　隆　志
課長補佐（総合政策班長）� 難　波　勝　也
主　　幹（公聴広報班長兼情報政策班長）　
� 石　井　克　延
主　　査� 安　延　直　樹
主　　事� 中　山　宗　也
主　　事� 久　志　百合香
主　　事� 菅　野　慶　彦
主　　事� 萱　野　万　里
主　　事� 仁　熊　将　希
主 事 補（新採用）� �黒　川　聖　仁

協
働
推
進
課

課　　長� 中　山　　　仁
課長補佐（商工観光班長）� 片　山　和　子
課長補佐（地域振興班長）� 石　坂　晃　則
主　　事� 齋　藤　加　奈
主　　事� 東　　　和　貴
主　　事� 竹　中　優太郎
主　　事� 梶　原　裕　太
主　　事� 古　谷　泰　士
主 事 補（新採用）� �信　川　香　織
� （育休：西山紗希）�

住
　
　
　
民
　
　
　
課

課　　長（兼大和支所長）� 古　好　広　徳
課長補佐（戸籍住民班長）� 大　森　初　恵
課長補佐（生活環境班長）� 内　藤　　　実
主　　査� 浮　森　真由美
主　　任（再任用）� 石　田　三　男
主　　事� 樋　口　実奈美
主　　事� 大　木　かろん
主 事 補（新採用）� �花　谷　和　希

大和
支所

（支所長� 古　好　広　徳）
主　　任（再任用）� 福　田　要　子

吉川
支所

（支所長� 岡　﨑　直　樹）
主　　事� 仁　枝　愛　美

福
　
　
　
祉
　
　
　
課

課　　長� 古　林　直　樹
課長補佐（社会福祉班長）� 難　波　陽　子
課長補佐（障害福祉班長）� 大　隅　さおり
課長補佐（介護支援班長）� 清　本　敦　史
主　　査� 犬　飼　博　昭
主　　事� 太　田　敦　子
主　　事� 豊　島　晃　紀
主 事 補� 井　上　千　晶
主 事 補� 大　月　崇　行
派　　遣� 福　島　美千代
派　　遣� 森　下　幸　子
課長補佐（地域包括支援センター所長）
� 　伊　達　道　子
主　　幹� 西　﨑　順　子
主　　幹� 宮　井　久美子
保 健 師� 小　虎　泰　之
派　　遣� 土　井　純　子
派　　遣� 重　友　明　美
派　　遣� 月　田　千　絢

吉備中央町職員配置表（令和５年４月１日）

町　長 山　本　雅　則 副町長 岡　田　　　清 教育長 石　井　孝　典
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加
茂
川
総
合

事
務
所

所　　長（井原出張所長兼総合福祉センター
所長並びに総務住民福祉班長事務取扱兼農
林建設班長事務取扱）� 宮　田　慎　治
主　　任（再任用）� 坂　元　朋　美
主 事 補（新採用）� �櫻　本　樹梨菜

井　原
出張所

（所　　長� 宮　田　慎　治）
主　　任（再任用）� 大　月　好　恵

総合福祉
センター （所　長� 宮　田　慎　治）

定
住
促
進
課

課　　長� 荒　谷　哲　也
課長補佐（定住促進班長）� 戸　田　健　治
主　　任（再任用）� 岸　本　久　夫
主　　事� 友　野　順　平
主　　事� 吉　延　夏　実
� （育休：平松愛実）

水
　
　
道
　
　
課

課　　長� 歳　原　雅　則
参　　事（上水道班長）� 能　㔟　恭　行
課長補佐（下水道班長）� 淺　田　康　正
主　　幹� 上　森　章　由
主　　幹� 山　本　裕　紀
主　　任（再任用）� 石　田　卓　己
主　　任（再任用）� 髙　森　　　学
主 事 補� 合　田　雅　実
主 事 補（新採用）� �國　只　義　大

教
育
委
員
会
事
務
局

局　　長（兼学校等再編整備事務局長）
� 大　月　道　広
参　　事� 渡　邉　慎太郎
局長補佐（教育総務班長）� 山　本　昌　幸
主　　幹（生涯学習班長）� 津　島　明　範
主　　幹� 大　木　信　幸
主　　査� 池　上　友　弥
主　　任（再任用）� 山　本　春　美
主　　任（再任用）� 石　井　純　子
主　　事� 石　田　真紀子
主　　事� 宮　地　宏　人
主　　事� 大　月　和　樹
主 事 補� 江　口　智　敦
主 事 補（新採用）� �山　元　翔　太

保
　
　
　
健
　
　
　
課

課　　長� 塚　田　恵　子
課長補佐（医療保険班長）� 堀　　　伸　博
課長補佐（地域保健班長）� 石　坂　真由美
課長補佐（母子保健班長）� 髙　島　雪　絵
主　　幹� 難　波　美　紀
主　　事� 吉　井　健　人
主　　事� 小　幡　充　拓
主　　事� 河　内　直　子
主　　事� 田　中　友　貴
主 事 補（新採用）� �江　尻　明祐里
主 事 補（新採用）� �嶋　田　健　太
保 健 師� 福　田　しおり
保 健 師� 中　倉　　　萌
保 健 師� 戸　田　天　真
栄 養 士� 安　延　昌　代
栄 養 士� 東海林　典　子
（育休：松田良子、中山早希、秋山紫織、�
竹中明日美）

子
育
て
推
進
課

課　　長� 根　本　喜代香
課長補佐（子育て推進班長）
� 石　伊　陽　子
主　　事� 吉　本　健　人
主　　事� 森　川　千　春
主 事 補（新採用）� �小　林　優　太
栄 養 士� 芦　田　陽　子
� （育休：大島加奈）

農
　
　
　
林
　
　
　
課

課　　長� 山　口　文　亮
課長補佐（林業振興班長）� 三　高　昌　之
課長補佐（農業振興班長）� 西　﨑　　　肇
主　　幹� 大　木　善　量
主　　査� 小　倉　慶　一
主　　事� 河　内　哲　人
主　　事� 難　波　亮　太
主　　事� 小　寺　涼　太
主 事 補� 宮　下　竜　静
主 事 補� 寺　川　和　亜
主 事 補（新採用）� �石　原　璃　久

建
　
　
　
設
　
　
　
課

課　　長� 大　月　　　豊
課長補佐（用地班長）� 楢　嵜　秀　徳
課長補佐（農林土木班長）� 飯　田　星　治
主　　幹（建設班長）� 土　居　正　吾
主　　幹（技術検査班長）� 片　山　裕　紀
主　　任（再任用）� 岡　本　一　志
主　　任（再任用）� 小　谷　条　治
主　　任（再任用）� 髙　見　知　之
主　　事� 浮　森　大　輔
主　　事� 孝　本　克　人
主　　事� 伊　達　隆　文
主 事 補� 能　勢　寛　紀
主 事 補（新採用）� �石　井　颯　馬
運 転 員� 新　田　　　眞

企
　
　
　
画
　
　
　
課

◎デジタル事業推進室
（室　　長� 大　樫　隆　志）
室長補佐（デジタル事業推進監）
� 渡　邉　裕　貴
（室長補佐� 難　波　勝　也）
（主　　幹� 石　井　克　延）
（主　　査� 安　延　直　樹）
（主　　事� 中　山　宗　也）
（主　　事� 久　志　百合香）
（主　　事� 菅　野　慶　彦）
（主　　事� 萱　野　万　里）
（主　　事� 仁　熊　将　希）
（主 事 補（新採用）� �黒　川　聖　仁）
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役場からのお知らせ

御　北
幼稚園

園　　　長� （小学校長兼任）
園 長 心 得� 田　中　孝　平
主 任 教 諭� 藤　井　奈　緒
教　　　諭� 井　上　ひかり

上竹荘
小学校 校　務　員（再任用）� 森　下　多恵子

下竹荘
小学校 校　務　員（再任用）� 山　下　久　子

吉備高原
小学校

校　務　員� 酒　井　由美子
調　理　員� 小　林　久美恵
調　理　員� 谷　　　純　一
調　理　員（再任用）� 大　月　教　子

津　賀
小学校 調　理　員� 小　倉　小百合

円　城
小学校

調　理　員� 上　村　美津子
調　理　員� 杉　本　麻　里

御　北
小学校 調　理　員� 梶　原　茂　美

加　賀
中学校 校　務　員� 難　波　勝　代

竹　荘
調理場

調　理　員� 坂　口　恵　子
調　理　員� 三　宅　雄　大

（育休：石井祐子）

吉　川
調理場

調　理　員� 冨士本　はるか
調　理　員（再任用）� 石　井　京　子

吉備高原
都市事務所

（所　　長� 大　樫　隆　志）
参　　事（都市づくり班長兼吉川支所長）
� 岡　﨑　直　樹

出
　
向
（
派
遣
）

内閣府地方創生推進事務局派遣（企画課付）
主　　事� 佐々木　　　諒

岡山県後期高齢者医療広域連合派遣
（保健課付）
主　　事� 三　波　由　希

上
竹
荘
保
育
園

（園　　長� 石　田　広　子）
園 長 心 得� 易　　　慎太郎
保　育　士（再任用）� 森　本　貴　子
主任保育士� 難　波　裕　子
主任保育士� 文　谷　あゆみ
保　育　士� 重　森　好　美
調　理　員� 甲　元　かおり

豊
野
保
育
園

園　　　長（兼上竹荘保育園長）
� 石　田　広　子
主任保育士� 松　田　真　二
主任保育士� 伊　賀　麻美子
保　育　士� 秋　山　優　斗
保　育　士� 福　元　　　菫
調　理　員� 横　田　智　子

大
和
保
育
園

園　　　長� 新　山　亜希子
主任保育士� 松　田　智　子
保　育　士（再任用）� 田　原　幸　子
保　育　士� 戸　川　由　唯
保　育　士� 元　信　香央李
保　育　士� 竹　本　彼　方
調　理　員� 髙　森　智　弘

吉
備
高
原
こ
ど
も
園

園　　　長� 杉　山　孝　子
主任保育教諭� 能　勢　孝　志
主任保育教諭� 難　波　朋　子
保 育 教 諭（再任用）� 宮　井　智　子
保 育 教 諭（再任用）� 土　井　勝　代
保 育 教 諭� 久　文　香　奈
保 育 教 諭� 松　浦　紀　子
保 育 教 諭� 髙　谷　有　香
保 育 教 諭� 五　嶋　千　尋
保 育 教 諭� 江　草　貴　文
保 育 教 諭� 風　早　恵美佳
保 育 教 諭� 石　井　沙　季
保 育 教 諭� 松　久　桃　華
保 育 教 諭� 岡　本　菜　月
保 育 教 諭� 片　山　聡　己
調　理　員� 大　森　直　美
調　理　員� 山　﨑　佳　奈
調　理　員� 藤　澤　怜　樹
� （育休：横田珠巳）

退　職　者
� 令和５年３月31日付　※（　　）は旧所属名

奥　野　充　之（福祉課長）
田　原　幸　子（大和保育園園長）
坂　元　朋　美（加茂川総合事務所主幹�

（総務住民福祉班長））
成　本　昌　代（税務課課長補佐　（課税班長））
藤　森　広　崇（企画課主事）
井　田　　　智（農林課主事）
山　川　悠　介（協働推進課主事）
猪　原　雅　代（総務課主事）
山　本　照　美（子育て推進課付保育士）
谷　岡　理　沙（上竹荘保育園保育士）
石　井　文　之（子育て推進課主任（再任用））
林　　　正　子（総合福祉センター主任（再任用））
杉　原　宏　典（農林課主任（再任用））
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�

※
退
職
者
は
３
月
31
日
付

●
津
賀
小
学
校

▼
転
出

校　
　
長　
鈴
木　
公
子
（
城　
南　
小
）

教　
　
諭　
高
原　
麻
以
（
行　
幸　
小
）

養
護
教
諭　
楠
田　
舞
子
（
加　
賀　
中
）

講　
　
師

岡

優
真
（
豊

野

小
）

▽
転
入

校　
　
長　
宇
江　
　
賢
（
大　
和　
小
）

講　
　
師　
長
江
康
太
郎
（
吉　
川　
小
）

養
護
助
教
諭

中
島

絵
美
（
行

幸

小
）

●
円
城
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
鷲
江　
鮎
菜
（
石　
相　
小
）

教　
　
諭

頼
定

瞳
（
神

目

小
）

▽
転
入

教　
　
諭　
森　
　
弥
希
（
中　
洲　
小
）

講　
　
師　
後
藤
田
優
花
（
新　
　
　
規
）

講

師

井
田

美
奈
（
吉
備
高
原
小
）

●
御
北
小
学
校

▼
転
出

校

長

岸
本

勝
義
（
山

陽

小
）

教

諭

田
中　
直
道

�

（
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

教　
　
諭

熊
谷

香
利
（
山
陽
東
小
）

▽
転
入

校　
　
長　
三
宅　
智
朗
（
上
竹
荘
小
）

指
導
教
諭　
姫
井　
章
孝
（
早　
島　
小
）

教

諭

塩
崎
亜
璃
沙
（
桜
が
丘
小
）

●
上
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
三
宅　
智
朗
（
御　
北　
小
）

教　
　
諭　
片
岡　
為
世
（
退　
　
　
職
）

教　
　
諭　
米
山　
知
子
（
退　
　
　
職
）

事
務
副
参
事　
池
上　
禄
崇
（
退　
　
　
職
）

講　
　
師　
近
藤　
志
保
（
出　
部　
小
）

非
常
勤
講
師

佐
藤

昌
子
（
退

職
）

▽
転
入

教

頭

長
尾　
竜
也

�

（
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

指
導
教
諭　
寺
本
由
紀
子
（
清　
音　
小
）

事
務
職
員　
藤
本　
陽
子
（
下
竹
荘
小
）

非
常
勤
講
師　
大
西　
信
吉
（
新　
　
　
規
）

特
別
非
常
勤
講
師

モ
ン
テ
イ
ロ
浩
美

�
（
吉
備
高
原
小
）

●
豊
野
小
学
校

▼
転
出

校　
　
長　
中
山　
博
文
（
退　
　
　
職
）

教　
　
諭　
遠
野　
直
人
（
川　
上　
小
）

教　
　
諭　
畦
田　
理
恵
（
月　
田　
小
）

講　
　
師　
藤
澤　
佳
子
（
新　
砥　
小
）

非
常
勤
講
師

森
安
明
日
香
（
退

職
）

▽
転
入

校　
　
長　
大
田　
克
則
（
総
社
東
中
）

教　
　
諭　
釜
島　
　
悠
（
常　
盤　
小
）

教　
　
諭　
清
水　
若
菜
（
新　
採　
用
）

講

師

岡

優
真
（
津

賀

小
）

非
常
勤
講
師　
米
山　
知
子
（
上
竹
荘
小
）

非
常
勤
講
師

大
西

信
吉
（
新

規
）

●
下
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　

野　
洋
一
（
退　
　
　
職
）

事
務
職
員

藤
本

陽
子
（
上
竹
荘
小
）

▽
転
入

教
諭（
再
）　

野　
洋
一
（
下
竹
荘
小
）

事
務
職
員　
塚
本
美
代
子
（
新　
　
　
規
）

非
常
勤
講
師

中
山

那
奈
（
新

規
）

●
吉
川
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
森
山　
育
治
（
退　
　
　
職
）

講　
　
師　
長
江
康
太
郎
（
津　
賀　
小
）

講　
　
師　
原
田　
実
季
（
川　
面　
小
）

非
常
勤
講
師

堀

圭
子
（
退

職
）

▽
転
入

教　
　
頭　
宝
満　
貴
弘
（
落　
合　
小
）

教
諭（
再
）　
森
山　
育
治
（
吉　
川　
小
）

講　
　
師　
板
野　
圭
佑
（
大　
和　
小
）

非
常
勤
講
師　
日
野　
麻
美
（
大　
和　
小
）

非
常
勤
講
師

綱
嶋
美
恵
子
（
新

規
）

●
大
和
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
宇
江　
　
賢
（
津　
賀　
小
）

教　
　
諭　
小
林　
達
也
（
早　
島　
小
）

講　
　
師　
板
野　
圭
佑
（
吉　
川　
小
）

講　
　
師　
門
田
佐
知
子
（
退　
　
　
職
）

非
常
勤
講
師

日
野

麻
美
（
吉

川

小
）

▽
転
入

教

頭

岩
崎

祥
誉
（
吉
備
高
原
小
）

�

主
幹
教
諭
　
堤
　
　
真
理

　
　
（
岡
山
教
育
事
務
所
）

教
諭（
再
）
片
岡

為
世
（
上
竹
荘
小
）

講

師

武
内

健
汰
（
新

規
）

●
吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
出

校　
　
長　
日
名　
　
進
（
成　
羽　
小
）

教　
　
諭　
岩
崎　
祥
誉
（
大　
和　
小
）

教　
　
諭　
上
田　
真
司
（
日
生
東
小
）

講　
　
師

井
田

美
奈
（
円

城

小
）

▽
転
入

校

長

森
延　
将
司

�

（
矢
掛
町
教
育
委
員
会
）

講

師

土
井

唯
裕
（
新

規
）

●
加
賀
中
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
松
本　
聡
子
（
矢　
掛　
中
）

教　
　
諭　
野
上　
萌
映
（
東　
　
　
中
）

教　
　
諭　
諏
訪　
鶴
代
（
総
社
西
中
）

教　
　
諭　
小
林　
正
樹
（
退　
　
　
職
）

養
護
教
諭　
藤
原　
節
子
（
退　
　
　
職
）

講　
　
師

小
山

美
咲
（
西

方

小
）

▽
転
入

教　
　
諭　
守
屋　
直
子
（
新　
採　
用
）

教　
　
諭　
安
田　
佳
子
（
新　
採　
用
）

養
護
教
諭　
楠
田　
舞
子
（
津　
賀　
小
）

教
諭（
再
）
小
林　
正
樹
（
加

賀

中
）

養
護
教
諭（
再
）

�

　
藤
原　
節
子
（
加　
賀　
中
）

講　
　
師　
北
山　
勝
悟
（
矢　
掛　
中
）

非
常
勤
講
師　
菅
野　
孝
江
（
新　
　
　
規
）

非
常
勤
講
師

落
合

俊
昭
（
新

規
）

人
事
異
動

学
校
教
職
員

令
和
５
年
４
月
１
日
付
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ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　「
三 

光
」

�

人　
涙
と
は
流
す
分
だ
け
強
く
な
る�

冨
田　
侑
甫

�

地　
泣
い
て
も
い
い
涙
な
が
し
て
前
を
向
く�

氏
房　
柚
乃

�

天　
惜
敗
の
涙
が
明
日
の
虹
を
描
く�

難
波　
優
衣

一
般
の
部

　「
佳 

吟
」

�

　
　
泣
き
疲
れ
涙
引
き
替
え
強
く
な
る�

沼
本　
典
子

�

　
　
苦
難
に
も
涙
で
流
し
前
を
向
く�

松
田
恵
美
子

�

　
　
ふ
る
さ
と
に
錦
を
飾
る
子
に
涙�

井
上　
　
勇

�

　
　
つ
い
茶
碗
一
つ
に
な
っ
て
知
る
涙�

海
士
部
節
子

�

　
　
背
を
向
け
て
涙
ぐ
む
母
嫁
ぐ
朝�

米
田　
芳
子

　「
三 

光
」

�

人　
積
み
上
げ
た
努
力
報
わ
れ
涙
す
る�

楢
嵜　
照
子

�

地　
号
泣
を
秘
め
て
務
め
る
喪
主
の
席�

鶴
沢　
弘
子

�

天　
悔
し
さ
の
涙
と
汗
が
実
を
結
ぶ�

藤
澤　
照
代

も
う
卒
業
ラ
ン
ド
セ
ル
背
お
い
笑
う
君
目
に
焼
き
つ
け
て
涙
こ
ら
え
る�

森
岡　
能
佳

見
上
げ
る
と
真
澄
の
空
に
小
鳥
達
そ
の
姿
こ
そ
春
の
さ
さ
や
き�

森
岡　
玲
圭

認
知
な
る
姉
訪
ね
れ
ば
笑
顔
に
て
よ
う
来
た
な
あ
と
喜
び
く
れ
る�

小
神　
桂
子

雪
を
乗
せ
す
そ
野
に
雲
を
従
え
て
天
空
に
ず
し
ん
と
富
士
山
現
る�

河
内　
晶
子

何
時
の
世
も
戦
の
た
え
ぬ
人
の
世
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
思
い
灯
火
管
制
を
想
う�

国
只
由
紀
子

差
し
込
め
る
冬
陽
に
こ
こ
は
春
と
な
る
わ
た
し
の
省
エ
ネ
・
マ
イ
カ
ー
喫
茶�

難
波　
良
子

生
か
さ
れ
て
い
る
不
思
議
さ
に
感
謝
を
し
動
く
手
足
を
い
と
ほ
し
く
な
で
る

�

中
山　
文
恵

＊５月の課題は「薬」、６月の課題は「結ぶ」です。
　投句の方法…はがきに２句以内、住所・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊ 町内皆さまのご参加をお待ちしてい
ます。

　 毎月第３木曜日に円城公民館（総合
福祉センター）へ５首までを持参。
合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
令
和
５
年
３
月
秀
句　
題
「
涙
」�

（
津
賀
公
民
館
）

５月の公民館主催行事をお知らせします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。公民館コーナー

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等
５月２日㈫ 吉備高原 種団子でお花いっぱい大作戦 午前10時～11時30分　こども園年長園児　公民館前

５月９日㈫ 御　北 SDGsへの貢献！
靴下のハギレで指編みチャレンジ 午後１時30分～　材料代300円　要申込

５月10日㈬ 津　賀 ひざ腰肩痛み改善教室 午前10時～
参加費200円　飲み物　屋内シューズ

５月12日㈮
26日㈮ 下竹荘 みんなでヨガ教室 午後７時～８時

参加費500円　飲み物　ヨガマット
５月17日㈬ 円　城 スマホの疑問解決！講座 午前10時～11時30分　テキスト代実費

５月23日㈫ 御　北 生活に役立つスマホ講座 午後１時30分～
入門編：電話をしよう・カメラを使おう

５月24日㈬ 円　城 スマホ教室 午前９時30分～11時30分　入門編
５月24日㈬ 豊　野 ひざ腰肩痛み予防改善ストレッチ 午前10時～11時30分　飲み物

５月24日㈬ 津　賀 スマホ入門講座 午後１時30分～　要申込
基本動作から文字入力をマスターしよう

５月27日㈯ 吉備高原 地域みんなの運動会（予定） 午後１時30分～４時　吉備高原小学校校庭
津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1557　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974
吉備高原公民館　☎0866－56－7330
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私
は
今
、祖
父
母
達
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。祖
父
母
達
は
孫
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

く
れ
た
り
、
一
緒
に
話
し
た
り
し
て
く
れ
ま

す
。私
は
そ
ん
な
優
し
い
祖
父
母
が
大
好
き
で

す
。

　
私
の
祖
父
は
私
が
小
学
生
の
時
に
病
気
に

な
り
ま
し
た
。
父
達
と
お
見
舞
い
に
行
っ
た

時
、
私
は
祖
父
に
話
し
か
け
ま
し
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
元
気
？
体
は
大
丈
夫
？
」

す
る
と
祖
父
は
、

「
あ
れ
…
。
誰
か
な
？
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
う
そ
だ
と
思
い
な
が

ら
、

　
「
ま
た
お
見
舞
い
に
来
る
ね
。」

と
言
っ
て
祖
父
の
病
室
を
出
ま
し
た
。私
は
祖

父
が
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
事

実
を
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。祖
父
が
入
院
し
て
か
ら
何
日
か

た
っ
て
、祖
父
が
家
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
祖

父
は
入
院
し
た
時
よ
り
も
回
復
し
て
い
て
、私

や
家
族
の
名
前
な
ど
も
前
よ
り
言
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。戻
っ
て
来
て
も
リ
ハ
ビ

リ
や
頭
の
体
操
は
家
で
も
続
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。祖
父
の
リ
ハ
ビ
リ
に
は
い
つ
も
祖
母
が

付
き
添
っ
て
い
て
、母
と
一
緒
に
家
事
を
し
な

が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
た
の
で
と
て
も
大

変
そ
う
で
し
た
。私
は
な
ん
と
か
し
て
疲
れ
て

い
る
祖
母
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
、祖
父
と

一
緒
に
紙
に
電
話
番
号
や
生
年
月
日
を
一
緒

に
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
一
緒
に
書
こ
う
。」

と
私
か
ら
声
を
か
け
、毎
朝
紙
に
書
い
て
い
き

ま
し
た
。
最
初
は
思
い
出
す
の
に
時
間
が
か

か
っ
た
り
、書
き
間
違
え
た
り
し
て
い
た
け
れ

ど
、だ
ん
だ
ん
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。い
ろ
い
ろ
書
け
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ

て
人
や
物
の
名
前
も
思
い
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
祖
父
は
い
つ
か
ら
か
祖
母
の
言
う
事
を
聞

か
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。私
達
が
心
配
し

て
、

「
ど
う
し
た
の
？
大
丈
夫
？
」

と
声
を
か
け
る
と
祖
父
は
、

「
い
い
か
ら
…
。」

と
言
い
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し

て
、頭
の
体
操
や
紙
に
生
年
月
日
な
ど
を
書
く

の
も
し
な
く
な
っ
て
い
き
、私
か
ら
声
を
か
け

る
こ
と
も
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。祖
父
は
病
気

に
な
っ
て
か
ら
人
と
ス
ム
ー
ズ
に
会
話
を
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
て
、相
手
に
自
分

の
伝
え
た
い
こ
と
や
意
思
な
ど
を
上
手
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。祖

父
と
会
話
を
す
る
時
、
お
互
い
に
理
解
し
よ

う
、
伝
え
よ
う
と
す
る
心
が
あ
り
す
ぎ
て
、

「
こ
れ
を
ど
う
し
た
い
の
？
」

と
聞
い
て
も
、む
こ
う
は
私
達
が
怒
っ
て
い
る

と
勘
違
い
し
て
い
て
、そ
の
上
意
思
が
上
手
く

伝
え
ら
れ
な
い
た
め
、

「
何
だ
よ
！
」

と
怒
っ
て
き
ま
す
。そ
し
て
言
い
合
い
が
続
い

て
け
ん
か
に
な
り
ま
す
。祖
母
の
力
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ろ
い
ろ
手
伝
っ
て
き
た
の
に
、

私
と
祖
父
が
け
ん
か
を
す
る
せ
い
で
祖
母
に

大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　
け
ん
か
が
多
く
続
い
て
い
た
あ
る
日
、私
は

そ
の
日
機
嫌
が
悪
く
、祖
父
と
も
の
す
ご
い
言

い
合
い
の
大
げ
ん
か
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
祖
母
が
私
達
の
近
く
に
来
て
、

「
も
う
や
め
て
！
」

と
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
表
情

で
言
っ
て
き
ま
し
た
。
祖
母
は
と
て
も
苦
し

く
、悲
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
祖
母
は
寝
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。私
は

大
好
き
な
祖
母
に
と
て
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス

を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
と
て
も
後
悔
し

ま
し
た
。私
が
け
ん
か
な
ん
て
し
な
け
れ
ば
祖

母
は
寝
込
ま
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ

れ
に
、祖
父
に
も
言
い
合
い
と
は
い
え
ど
ひ
ど

い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。私
は
祖
父

に
謝
り
ま
し
た
。

「
あ
ん
な
こ
と
言
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。」

お
互
い
に
謝
っ
た
後
祖
母
の
所
に
行
き
ま
し

た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
怒
り
た
く
て
怒
っ
て
る
わ

け
で
は
な
く
て
か
ま
っ
て
ほ
し
か
っ
た
り
、話

し
て
ほ
し
か
っ
た
り
し
た
か
ら
ち
ょ
っ
か
い

だ
す
ん
だ
よ
。だ
か
ら
あ
ま
り
怒
ら
な
い
で
あ

げ
て
ね
。」

そ
の
話
を
さ
れ
て
か
ら
私
と
祖
父
の
け
ん
か

は
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
だ
に
祖
父
は
祖
母
の
言
う
こ
と
を
聞
か

な
か
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
、今
は
前
よ
り
も
落

ち
着
い
て
い
ま
す
。祖
父
は
最
近
父
と
一
緒
に

草
か
り
な
ど
家
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
祖
父
と

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
書
い
た
り
話
し
た
り

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、お
互
い

に
け
ん
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
言
い
方
な
ど

を
考
え
て
話
そ
う
と
思
い
ま
す
。祖
父
が
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
令
和
４
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
中
村　
羽
那
さ
ん
の

「
私
の
祖
父
」を
紹
介
し
ま
す
。

 「
私
の
祖
父
」

　
　
令
和
４
年
度
加
賀
中
学
校
卒
業

 

　
中な

か
む
ら村　

羽は

な那
さ
ん
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かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵

本

はらぺこ横綱　講談えほん
すきなものがちがうけど
The�Booｙoo�Tree英語版モチモチの木

ささめやゆき／福音館書店
イヴ・コイ／ほるぷ出版
滝平二郎／岩崎書店

ぞうさんのおふろ
みちとなつ
おさんぽステッチ�エルメスのえほん

内田麟太郎／童心社
杉田比呂美／福音館書店
100%ORANGE／講談社

児
童
書

大迫力�戦慄の都市伝説大百科
科学ワールド�すごい！発明のひみつ
かいけつゾロリきょうりゅうママをすくえ！

朝里�樹／西東社
藤子・F・不二雄／小学館
原ゆたか／ポプラ社

おんどく伝記1・２・３年生
こわ～い空想科学読本
しずくちゃん�パティシエになりた～い！

加藤俊徳／世界文化社
柳田理科雄／KADOKAWA
ぎぼりつこ／岩崎書店

一
般
実
用
書

土壌微生物の基礎知識�新装版
体が整うとっておきのしょうがレシピ
百万本のバラ物語

西尾道徳／農文協
森島土紀子／ナツメ社
加藤登紀子／光文社

ゲッターズ飯田の365日運気が上がる話
スマホ失明
ちいかわ①～④

ゲッターズ飯田／プレジデント社
川本晃司／かんき出版
ナガノ／講談社

一
般
読
み
物

継ぐ者
風を紡ぐ　針と剣�縫箔屋事件帖３
ミスパーフェクトが行く！

上田秀人／KADOKAWA
あさのあつこ／実業之日本社
横関大／幻冬舎

木挽町のあだ討ち
ゴッホの犬と耳とひまわり
時計屋探偵の冒険2�アリバイ崩し承ります

永井紗耶子／新潮社
長野まゆみ／講談社
大山誠一郎／実業之日本社

かもがわ図書館
☎0867－34－1115
ロマン高原かよう図書館
☎0866－54－1331

新着図書
案内

2023年５月
日 月 火 水 木 金 土

■休館日

図
書
館
だ
よ
り 

５
月
号

出
会
い
の
扉

◆ こどもの読書週間　（４/23～５/12）
国民の間に広くこどもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、
こどもが積極的に読書活動を行う意欲を高めることを目的に全国展開され
ています。

2023年標語「ひらいたとじた　笑顔がふえた」

イースターは春の訪れをお祝いするお祭りです。新しい命の誕生を象
徴する卵（エッグ）をカラフルに色付けしたものをイースターエッグ
といいます。
参加のしかた

① 図書館の中のあちこちにかくされたイースターエッグを探し出し、 
そこに書かれたひらがなの文字を集めよう。

② 集めた文字を並べると、すてきなコトバができあがるよ！
♪参加者プレゼントがあります♪

４/15～５/14

イースターエッグをさがせ！in としょかん

★ 読みたい本の予約やリクエ
ストができます。

カウンターにある「予約・リクエスト申込書」に、書名・
著者・出版社などをできるだけ詳しくご記入ください。
電話での申し込みも受け付けています。

貸出日から最長１ヵ月まで、貸出期間を延ばすことができ
ます。貸出期間内に読めそうにない時は、お電話ください。
ホームページからはご自身でも手続き可能です。
 ＊ ただし、次に予約が入っている本は延長不可。

★ 借りている本の貸出延長が
できます。➡➡

1	 2	 3	 4	 5	 6

7	 8	 9	 10	 11	 12	 13

	14	 15	 16	 17	 18	 19	 20

	21	 22	 23	 24	 25	 26	 27

	28	 29	 30	 31

こんなコト知ってる？図書館の

※対象：小学６年生までの皆さん

こどもの読書週間イベント
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いつできたの？
2022年７月、地域の観光資源の魅力の磨き上げや情報発信を通じて、観光客と
交流人口の受入体制の整備を促進することにより、地域活性化に寄与すること
を目的とする一般社団法人として設立しました。

どこにあるの？どんな人がいるの？
観光協会の事務所は、きびプラザの１階にあります。（下部地図参照）�
事務局は３名（左画像参照）で、シフト制で勤務しています。

なにをしているの？
主に、以下の５つの項目で活動しています。
　⃝情報発信…�今年の１月に観光協会のホームページをリニューアルしました。

インスタグラムでも最新の観光情報を発信しています。
　⃝メデイア対応…�マスコミの取材を受けたり、同行したり、広く町の観光情

報が広がるように努めています。
　⃝プロモーション…�観光フェアやイベントに出向き、観光客や交流人口の誘

致を促進しています。
　⃝イベント・キャンペーンの主催…�町内周遊のきっかけづくりを企画し、主催・

運営しています。（デジタルスタンプラ
リー/産直３店舗合同キャンペーン）

　⃝地域との連携活動…�商工会との合同ミーティングや、地域イベントと連動
した妖怪バスツアー（モニターツアー）などを実施し、
地域の声を活かした活動を目指しています。

これからどんなことをするの？
引き続き、観光資源の磨き上げや情報の発信にも力を注ぎ、周辺の自治体との
連携事業などを企画しています。「観光」と聞くと、外向けな取り組みばかりだ
と感じるかもしれませんが、町内の方にも利用して楽しんでいただけるような
情報やイベントをお届けしていく予定です。機会がありましたら、吉備中央町
観光協会にお越しください。

こんにちは、六反です。今回は、私と須山さんの職場である
観光協会のことをQ&A形式でご紹介していきます。

地域おこし協力隊便り Vol.

96

吉備中央町観光協会って？？
Kibichuo

事務局長の池内です

職員の六反です

職員の須山です

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

Q＆A
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年
金
相
談

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年
金

請
求
手
続
等
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構

高
梁
年
金
事
務
所
の
相
談
員
が
お
答
え
し

ま
す
。

●
日　
時

　
５
月
18
日
㈭

　
午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時
30
分

●
会　
場

　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
17
日

㈬
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す

（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

 

☎
０
８
６
６

－
２
１

－

０
５
７
０

　

�

自
動
音
声
案
内
①
番
を
選
択
し
た
後
、

②
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

境
界
問
題

 

合
同
相
談
会
開
催

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
共
催
で
、
境
界
問
題
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

予
約
が
必
要
で
す
。

●
日　
時　
令
和
５
年
５
月
16
日
㈫

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
場　
所　
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

　
（
２
Ｆ
会
議
室
）

　
高
梁
市
落
合
町
近
似
５
０
０-

20

●
相
談
内
容

　
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談

　
（�
図
面
等
の
資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く

だ
さ
い
。）

●
相
談
担
当
者

　

�

・�

岡
山
地
方
法
務
局
登
記
官

　
・��

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
所
属
の

土
地
家
屋
調
査
士

●
相
談
時
間

　
相
談
１
件
当
た
り
１
時
間
以
内

※�

相
談
の
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
相
談
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

 

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

４
６
０
６

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
５
月
11
日
㈭
か
ら
５
月
20
日
㈯
ま
で
の

10
日
間
、「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が

県
下
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
横
断
歩
道
に
人
が
い
た
ら
、
車
は
「
止

ま
っ
て
」
道
を
「
ゆ
ず
る
」
と
い
う
横
断

歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
を
定
着
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
春

の
交
通
安
全
県
民
運
動
は
、
県
民
一
人
一

人
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
交
通
事

故
防
止
に
取
り
組
む
絶
好
の
機
会
で
す
。

● 

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

�「
交
通
ル
ー
ル　

守
っ
て
笑
顔　

晴
れ

の
国
」

● 

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
５
月
20
日
㈯

●
運
動
重
点

「
岡
山
県
の
重
点
」

・
横
断
歩
行
者
優
先
の
徹
底

・�

運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
使
用
禁

止
の
徹
底

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

・�

自
転
車
の
安
全
利
用
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
に
向
け
た
理
解
の
促
進

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
警
本
部
県
民
広
報
課

�
☎
０
８
６

－

２
３
４

－

０
１
１
０

 

（
代
表
）

町以外からの

お知らせ

Info
rmation
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こっぷり号こっぷり号

HHaappppyy BBiirrtthhddaayy!!

みなさんからお便り・イラスト・
写真をお待ちしています。

おめでとうおめでとう
満満１１歳歳

みん
なのページ

おしゃべり大好きでイタ
ズラ好きです。かわいい
陽太にたくさんの幸せが
訪れますように。

● 令和４年５月11日生まれ 石い
し
い井

陽ひ
な
た太

ち
ゃ
ん
（
納
地
）

いつもマイペースでよく
食べるみくちゃん
これからも姉弟と仲良く
元気にすくすく育って
ね！

● 令和４年５月15日生まれ 柳や
な
ぎ
は
ら原

充み

く来
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

こっぷり号の由来
　移動図書館車の本が収納されている部分は「むかしばなし」の絵本をイメージして、３面につながる絵が
描かれています。町で昔から語り継がれている民話の中に出てくる「カッパ、爪なし竜、小豆すり」などの
キャラクターが可愛く描かれ、インパクトのある車体です。
岡山では、むかしばなしの最後に「むかしこっぷり」と言って終わることから、こっぷり号と名付けました。

　図書館は、赤ちゃんからお年寄りまで、すべて
の町民の方の豊かな暮らしと、よりよく生きるこ
とを「資料提供」を通して支える場です。
　町内には、かもがわ図書館とロマン高原かよう
図書館の２館がありますが、町内のどこに住んで
いても、図書館を利用できる環境を提供したいと
思い、この度、移動図書館車を導入しました。
　お天気のいい日はそのままで、雨の日や寒い日
は施設の中へ本を運び込み、選んでいただけるよ
うに考えました。利用者に合わせた資料、手に取
りたくなるような本や雑誌
を選び、車に積んで出かけ
ることで、本との出会い、
人との出会いの機会を創出
します。

こっぷり号こっぷり号が完成しました！

移動図書館車

運行情報は、
広報きびちゅうおう
６月号のチラシでお
知らせする予定です。

宝くじの助成により
購入しました
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〔石
いしだ

田　昌
まさのり

德委員〕
　道路からは、奥行きのある社地が見え、参拝にあたり大いに期待を持たせてくれます。入口の石段を上がるとすぐに
狛犬が居ます。この後、随神門内や境内本殿に計６体の狛犬と１体のお狐様があります。広大な社域と豊かな森、整え
られた境内、綺麗な社殿が建ち並ぶ神社です。
　本殿の屋根は、昭和42年（1967）に銅板張りを施工しましたが、経年劣化が著しく進んでいるため、令和３年から
3カ年で奉

ほうさんきん

賛金を募り、改修計画に取り組んでいます。ぜひ参拝してみてください。

　天
てんぎょう

慶年中（938～946）、備
びっちゅうのくにきびつじんじゃ

中国吉備津神社の御
ごぶんれい

分霊を勧
かんじん

請し、吉
きびつひこのみこと

備津彦命を主祭神として祀
まつ

っています。村社御前
神社、中山神社の起源となり、村社天満神社、高靈神社、いずれも寛

かんこう

弘年中（1004～1011）に勧請奉
ほう し

祀され、大正
３年（1914）に他の社

やしろ

と合祀移転、社号を東豊野神社と改称しました。
　本殿は、大正４年（1915）に中山神社から移転されました。屋根は妻

つまつきながれづく

付流造りで桧
ひわだぶき

皮葦に銅板張り、大
おおむね

棟には
勝
か つ お ぎ

男木３本と両端に千
ち ぎ

木をのせ、軒は二
にじゅうしげだるき

重繁垂木、軸部の柱は欅
けやき

の円柱を用い斗
ときょう

拱（柱の上に置かれて軒などの上部
構造を支える部材）は和様となっています。斗拱間には、それぞれ花の彫刻を入れた蟇

かえるまた

股（梁や桁の上に置かれ輪郭
が山形をした部材）が置かれています。本殿の周りには、欄干のついた縁があり、正面に唐

か ら は ふ

破風（反転曲線をもった
山形の破風）のついた一間の向

こうはい

拝（建物の前面に屋根を突き出した部分）があります。

吉備中央町文化財保護委員からのワンポイントアドバイス

表参道入口から境内方面を見ると、
社
しゃそう

叢が出迎えているように見えます

解説

吉備中央町文化財探訪記㉑
～町内にある文化財を探訪してみよう～

31

369156

【豊野小学校】●

★

●【町役場】

【豊野地内】

【【東東
ひがしとよのひがしとよの

豊野豊野神神
じんじゃほんでんじんじゃほんでん

社本殿社本殿】】
町指定重要文化財（建造物）

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191
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　「友
ゆうじょう

情（F
フ レ ン ド シ ツ プ

riendship）」「秩
ちつじょ

序（O
オ ー ダ ー

rder）」「奉
ほう し

仕（S
サ ー ビ ス

ervice）」の頭文字をとった
ものです。
　FOS少年団では、「ちかい」「やくそく」を大切にし、日ごろの活動や生活の中
で生かすことができるように指導しています。

吉備中央町FOS少年団

FF
ホ スホ ス

OSOS少年団少年団F
ホ ス

OS少年団
団員募集！団員募集！団員募集！令和５年度

小学生の申し込みをお待ちしています！先輩のお兄さん・お姉さんとして、中学生・高校生・大学生のサ
ブリーダーも大募集！リーダーとして、子どもたちや自然体験から学ぶことも多く、ボランティアとして
地域に貢献できます！

町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づくりに取り組んで
いる団体・グループを紹介します。広報紙の掲載を希望される場合
は、企画課　公聴広報班（☎0866-54-1314）にご応募ください。

みんながみんなが
主役主役

～エール～～エール～

お問い合わせ先
　吉備中央町FOS少年団連盟事務局（吉備中央町教育委員会事務局）
　〒716－1241　加賀郡吉備中央町吉川4860－６　☎0866－56－9191
　※入団をご希望の方はご連絡ください。体験入団もできます。
　　ご連絡をいただきましたら、詳細を記載した申込用紙を郵送します。

＜瀬戸内市どろんこ
大会＞

【令和４年度吉備中
央町ＦＯＳ少年団活

動】

　FOS少年団では、土曜日、日曜日に学校、公民館、広場などに集まって、多くの仲間
と一緒に、キャンプやレクリエーションなどの楽しい活動や奉仕活動をしています。学
校や家庭ではできない体験を仲間と一緒に体験しています。
　自分にできそうなことで「何か活動したい」、「誰かに喜んでもらえるよう役に立ちた
い」と思っている方は仲間になりませんか。

どんな活動をしているの？

F
ホ ス

OSとは

＜おもちつき＞
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
高
谷
に
あ
る
「
は
れ
ま
に
」

で
行
わ
れ
た
「
あ
り
が
と
う

ボ
ッ
ク
ス
」
の
贈
呈
式
後
、
生

徒
た
ち
に
ド
ー
ム
の
上
で
好

き
な
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
た

だ
き
、
記
念
撮
影
を
し
ま
し

た
。
終
始
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
式

と
な
り
、
生
徒
た
ち
と
地
域
の

方
々
と
の
強
い
絆
を
感
じ
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
33
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、

各
地
の
公
園
や
桜
並
木
で
は

多
く
の
方
が
花
見
を
楽
し
ま

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
も

近
隣
の
公
園
へ
桜
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
多
く
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
う
中
、
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
新
１
年
生
の
姿

が
あ
り
、
満
開
の
桜
を
背
景
に

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
来
年
も
す
て
き
な
桜
を

見
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

�

萱
野

お問い合わせ先 　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

奇跡の出会いをあなたの元へ届けたい
あなたの婚活をサポートします！

出会いcafé「糸」婚活イベント開催
「出雲大社へ参ろうバスツアー」を開催しました

　３月19日（日）、町内外の参加者26名と出雲大社で良縁の
ご祈祷を受けました。また、お食事やお
買いものを通じて参加者同士の交流も深
まりました。
　皆さまに良い御縁がありますように。

「結婚新生活支援事業補助金」制度の紹介
　これから夫婦として、新生活をスタートさせようとする世帯を対象に、結婚に伴う新生活
のスタートアップにかかる費用（住宅取得、リフォーム、家賃、引越し費用）の支援を行い
ます。
対象となる世帯
　令和５年３月１日以降に婚姻届を提出し、町内に居住し、婚姻届受理日において、夫婦共
に年齢が満39歳以下で、前年の所得を合計した額が500万円未満である夫婦
交付対象経費 　
　令和５年４月１日から令和６年３月31日までに支払った以下の費用
　•住居の取得費、賃料、敷金、礼金、共益費および仲介手数料
　•住宅リフォーム費用
　•引越し業者や運送業者へ支払った費用
交 付 額
　•夫婦ともに婚姻日における年齢が29歳以下の世帯　最大60万円
　•夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下の世帯　最大30万円

山本町長もお見送りに
かけつけました。
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　３月12日、ロマン高原かよう総合会館で、４年ぶりに吉備中央町文化協会が主催する「第
14回吉備中央町総合文化祭」を開催しました。文化協会に所属している約30もの団体が日

ごろの活動の成果を存分に披露しました。
　展示の部とステージの部があり、展示の部では、生け花や彫刻などの出展、吉備高原学園高校の生徒の作品や町社
会福祉協議会による作品がありました。また、ステージの部では、合唱、オカリナや大正琴などの演奏、カラオケな
どの出演がありました。そして、しんまちあきんどの皆さまにもチラシの作成や当日の出店などにご協力いただき、
当日は会場全体がにぎわっていました。

第14回吉備中央町総合文化祭開催PHOTO
TOPICS
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international

ロマン高原かよう総合会館で、ベーゼンドルファーの祭典（山名音楽事務所企画監修）が
開催されました。第一部では、中

なかやま
山那

な な
奈さんと山

やまな
名明

あ す か
日香さんによるベーゼンドルファーでの連弾から始まり、吉備

中央児童合唱団・高梁少年少女合唱団、ラ・ヴィオレットによる合唱、ベーゼンドルファー合奏団による演奏が行わ
れました。第二部では、新見ウインドアンサンブルによる楽しい吹奏楽のステージが披露されました。今回の祭典で
は、美しい歌声やさまざまな楽器とともにベーゼンドルファーの音色を楽しめた内容となり、今年度のベーゼンドル
ファー発信企画の総まとめとしてふさわしい音楽会となりました。

3/4　ベーゼンドルファーの祭典開催 PHOTO
TOPICS

　吉備高原学園高等学校30期生93名に卒業証書が授与されました。卒業生代表の松
まつもと
本歩

あゆ み
実さんが「大きな壁にぶつ

かったとしても、ここで得た学びや思い出を胸に、最後まであきらめず精一杯努力していきます」と答辞を述べまし
た。

３/２　吉備高原学園高等学校30期生卒業証書授与式

３/11　加賀中学校９期生卒業証書授与式
　加賀中学校９期生69名に卒業証書が授与されました。在校生代表の難

なんば
波愛

まな み
実さんが「加賀中学校で学んだ『英知・

友愛・躍動』の精神を生かし、これからも力強く、笑顔で前進していってください」と送辞を述べ、卒業生代表の�
野元

げん き
輝さんが「加賀中学校で学んだことを自らの糧として、これから先、どんなに辛いことがあっても最後まであ

きらめず精一杯挑んでいきます」と答辞を述べました。

すがの
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技術の授業での作業風景

　はれまに（高谷）と吉備ファーム（田土）で、学校法人おかやま希望学園の生徒たちから「ありがとうボックス」
の贈呈式が行われました。これは、おかやま希望学園の児童・生徒たちが、この１年間お世話になった地域の方たち
へ感謝の気持ちを伝えるために行われたものです。当日は、学園を代表してLifeマイスター学級の生徒たちから技術の
授業や職場体験でお世話になった方たちへフォトフレームや染め物などを詰めた「ありがとうボックス」が贈呈され
ました。学園の葉

はやま
山莉

り の
記さんは「コロナ禍でも快く体験活動を引き受けてくださったので、学園みんなの感謝の気持

ちを込めて渡しました」と述べられ、はれまにの愛
あいこう
甲ひろ子さんは「すべて自然のものを使った手作りの贈り物だっ

たので、とても嬉しいです」と感謝の気持ちを述べられました。

　吉川小学校では、６年生６名が卒業を迎えました。お祝いの言葉とともに、菅
すがの
野知

ち え み
江美校長が「これから大事にし

てほしいことは『目標を決めたら努力を怠らない』ことです。うまくいかなくても、あきらめず努力し続けてくださ
い」と述べられました。また、卒業生は小学校６年間の思い出を振り返りながら、将来の夢を発表しました。

3/8　学校法人おかやま希望学園から 
 「ありがとうボックス」の贈呈

３/22　町内９小学校で計86名が卒業

PHOTO
TOPICS

　３月17日、御北幼稚園・吉備高原こども園、18日、にこにこふたばこども園、23日、大和保育園・豊野保育園、
24日、上竹荘保育園で卒業式・卒園式が行われました。
　大和保育園では、９名が卒園を迎えました。お祝いの言葉とともに、田

たばら
原幸

さち こ
子園長が「卒園しても９人で力を合わ

せて小学校生活を楽しんでください」と述べられました。卒園児たちは元気よく保育園での思い出を発表し、保護者
や先生、在園生に向けて大きな声で卒園の歌を歌いました。

３/17～24　町内幼稚園・保育園・こども園で計59名が卒業・卒園
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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

人　口　10,405人（－30）
世　帯　 5,149戸（ 7）

男　5,026人（－11）
女　5,379人（－19）

３月の自然増減　－22
３月の社会増減　－ 8

※令和５年４月１日現在（　）は前月との増減 ※自然増減：出生者数と死亡者数の差　※社会増減：転入者数と転出者数の差

香典返し（金一封）　 日名　育子（美原）　能㔟　治子（上田西）　柳原富美男（円城）　野瀬　悦子（上竹） 
土居　玉樹（和田）

この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）

　吉備中央町の郷土料理「くさぎ菜のかけめし」が文化庁の
令和４年度食文化機運醸成事業「100年フード」の伝統部門
に選ばれました！

吉備中央町の郷土料理
「くさぎ菜のかけめし」が文化庁の「100年フード」に認定されました！

　「くさぎ菜のかけめし」は、ハレの日のごちそうとして食べられてきた優しい味わいの郷土料理で、
現在は以下の町内２か所で食べることができます。吉備中央町の伝統をぜひ味わってください。

「100年フード」とは、以下の２点を満たす食文化を指します。
（１）�地域の風土や歴史の中で、個性を生かして創意工夫し、育んできた地域特有の食文化
（２）地域で世代を超えて受け継がれ、食されてきた食文化

道の駅かもがわ円城　
ふれあいの館（うどん店）
場所：吉備中央町上田西2325-１
営業時間：�午前10時30分
� ～午後４時
定休日：水曜日、年末年始

郷土料理　まきば
場所：吉備中央町吉川4860-６
　　　（きびプラザ内）
営業時間：午前10時～�午後７時40分

（ラストオーダー：午後７時）
定休日：火曜日

お問い合わせ先 　一般社団法人　吉備中央町観光協会　☎0866－56－7100

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町
こどもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

　三玲大学修了式で、誤
ごえ ん
嚥予防体操をしました。年齢を重ねていくと気

管と食道の弁の反射が悪くなり、誤嚥が起こりやすくなります。このこ
とに備えるために「口すぼめ呼吸」「首・肩・顔面・舌の体操」「パタカ
ラ発声練習」「つば飲み込み体操」等を紹介しました。コロナ禍のため、
マスク越しではありましたが、皆さま一生懸命取り組んでくださいまし
た。口の周りや舌、首周りの筋肉を鍛えることの大切さを知っていただ
き、食事をされる前にこの運動をすることで、誤嚥の予防になるという
ことをお伝えすることができました。これからも人とのつながりを大切
にし、住民の皆さまが健康に笑顔で過ごされるお手伝いができたらと思
います。

愛愛育委員会育委員会活活動報告動報告 吉川支部吉川支部

誤嚥予防のために腹式呼吸をしたり、
口の周りや舌、首の筋肉を鍛えたりすることが大切です。

食道と気管の模型を使って説明
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